
労 福 協 労 福 協

− 1 − − 1 −

2013年12月25日

　石川労福協、連合石川などで取り組む石川県
大衆運動活動家顕彰会実行委員会は、11 月 23
日（土・祝）に金沢・卯辰山の顕彰碑前において、
政治、労働、文化のそれぞれの分野で平和、民
主主義の発展、教育福祉環境等の向上に尽力し
故人となられた９名の方を合祀追悼した。
　顕彰碑前には遺族や実行委員ら 40 数名が参
列し、顕彰会会長の狩山久弥氏（石川労福協理
事長、連合石川会長）が「合祀される方々の偉大
な大衆運動の功績を称え、感謝申し上げる。」と
主催者代表の挨拶の後、宮下亮石川労福協専務
理事が顕彰会設立趣意書を朗読。今回合祀する
９名の名前を記したプレートを顕彰碑に納め参
列者が献花した。
　引き続いてフレンドパーク石川で行われた感
謝の集いでは、関係者から合祀者の在りし日の
思い出などが語られ、故人を偲びつつ運動の継
承の重要性を噛みしめる追悼会となった。

大衆運動活動家を合祀追悼す

合祀者遺族らが顕彰碑前にて

合 祀 者 一 覧
名　　前 主 な 経 歴

山岸　政夫さん
（享年 76 歳）

小松製作所労働組合粟津支
部委員長

織田　保雄さん
（享年 66 歳）

小松製作所労働組合小松支
部委員長

高塚　卓雄さん
（享年 73 歳）

小松製作所労働組合粟津支
部委員長

西野　信行さん
（享年 68 歳）

小松製作所労働組合粟津支
部委員長

宮崎　外男さん
（享年 82 歳） 北陸鉄道労働組合副委員長

大浦与三吉さん
（享年 84 歳） 石川県教職員組合委員長

島村　　隆さん
（享年 92 歳）

全電通北陸地方本部初代執
行委員長、石川県議会議員

平田　誠一さん
（享年 82 歳）

全逓石川地区本部書記長、
金沢市議会議員

角谷　正二さん
（享年 88 歳）

全逓北陸地方本部委員長、
石川県評議長
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（12 月 25 日現在）

開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

12月28日　 土 年末・年始休暇（～１/ ５）

 １月７日 火 連合石川・石川労福協合同 2014 年 新春の集い ANA クラウンプラザホテル金沢

 　　〃 〃 平和運動センター 新春の集い 金沢スカイホテル

 　　８日 水 白山・野々市 LSC 新春の集い 白山市

　　10日 金 連合かなざわ・金沢 LSC 2014NewYear 旗開き 労済会館

　　14日 火 輪島・穴水 LSC 新春の集い 高州園

　　18日 土 勤文協 早春書画生花展 受付　（～ 19 日） アートシアターいしかわ

　　22日 水 中部労福協 2013 年度第 4 回幹事会（～ 23 日） 和歌山県

　　23日 木 勤文協 早春書画生花展 開会　（～ 26 日） アートシアターいしかわ

　　24日 金 石川労福協 創立 50 周年記念講演会（第 37 回研究集会） 地場産業振興センター

　　26日 日 勤文協 早春書画生花展　表彰・合評 アートシアターいしかわ

　　27日 月 全労済石川 第 2 回地域活動検討会議 労済会館

　　28日 火 七尾・鹿島、羽咋 LSC 合同 新春の集い 能登いこいの村

これからの行事予定

福祉なんでも相談アドバイザー会議

　石川労福協は、11 月 25 日（月）フレンドパー
クにおいて、第８回福祉なんでも相談アドバイ
ザー会議を開催した。この会議は石川県職業能
力開発プラザ、いしかわ子育て支援財団、石川
県消費生活支援センター、喜成司法書士事務所、
社会法律センターや連合石川、労金、労済など
11 団体の相談に対応する 19 名で構成し、労福
協「福祉なんでも相談」活動における課題の共有
や情報交換などの場とすることで、今後の相談
活動の一助としようとしたもの。
　会議では、各委員から、日頃の相談状況など
の取り組みなどが報告された。

　なかでも、「携帯電話やスマートフォンの利
用における機器代金の分割払いが通信料金と一
括請求となることで、機器代金の分割払いが所
謂クレジット払いである認識が薄れ、通信料金
の支払遅延が何回か発生すると融資を受けられ
なくなる場合もある。」、「中小企業の業況は依
然厳しく、雇用環境の改善には至っていない。
パワーハラスメント的な手を用いて限りなく解
雇に近い自己都合退職に至らせるケースが未だ
に多い。」、「投資詐欺が様々な手法を凝らして
勧誘している。うまいことばっかりの話はない
ものと思うことが
大切。」など、相談
活動で分かる注意
事項が示された。
　 ど ん な こ と で
も、一人で悩む前
に家族に聞いたり
相談することがト
ラブル回避第一歩
であることが示さ
れ会議を終えた。

県 LSC　事務局次長　今西十曜治
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LSC事務担当者研修会
　ライフ・サポートセンターは、12 月 11（水）
ANA ホテル金沢において、第 11 回事務担当
者研修会を開催した。
　研修会は、各地域 LSC から 21 名参加し、県
LSC 担当者が、LSC 活動に直結する 2014 年度
予算の編成、周年事業の取り組み、会計処理、
共済の紹介活動などについて、それぞれ説明し、
今年度終盤から来年度に向けての準備が整えら
れた。
　また、全労済の共済紹介活動にお
ける変更点について、鈴木正美全労
済石川県本部専務執行役員と長山良
治同本部業務推進部長が出席して直
接説明し、変更への理解を求め確認
された。
　研修会には、これまで入居してい
た会館の取り壊しで拠点事務所が無
く不便な運営を強いられてきた加賀
LSC も、12 月から事務所機能が整い、
新たに事務局の書記となった永井幸
恵氏も加わることができた。

中央労福協第 6 1 回定期総会

　11 月 29 日（金）東京日暮里のホテルラング
ウッドにおいて、地方労福協や労働組合、各事
業団体の代議員、労福協の役員 123 名が出席し
て中央労福協第 61 回定期総会が開催された。
　中央労福協の総会は 2 年に一度の開催であ
り、2 年間の活動を振り返り、そして向こう 2
年間の活動方針を議論する場となる。石川労福
協からは代議員として、柚木光副理事長と宮下

亮専務理事が出席した。
　古賀伸明会長が「明年は労福協が作成した
2020 年ビジョンの具現化取り組みの折り返し
点であり、私たちの運動の力量が問われる。第
一に、協同組合の社会的価値や協同組合と労働
組合との連携強化を図らねばならいというこ
と。第二に、生活困窮者自立支援の取り組みと
生活保護制度のあり方について、労働運動・労
働自主福祉運動の原点に立ち返り、貧困と格差
のない社会へ向けて主体的に役割を発揮してい
きたい。」と、主催者挨拶を述べた。
　総会では、二カ年度の活動報告、昨年度の会
計決算報告を承認したほか、2014 年度～ 2015
年度の活動方針、2014 年度予算を承認した後、
任期満了に伴う役員改選が行われ、一部を除き
ほぼ現行体制の布陣で、古賀会長 2 期目の中央
労福協が始まった。

石川労福協　専務理事　宮下　亮

ニューフェイス紹介
加賀地区労働会館の取り壊しなど、
拠点がなかった加賀地域ライフ・サ
ポートセンターは、この度、下記に
拠点を構えることができました。ま
た、新たに永井幸恵さんがスタッフ
として勤務することとなりました。
今後ともよろしくお願いします。
〒922−0811
加賀市大聖寺南町ト36-8 麻里ビル205号室
電 話（0761）76-9266
FAX（0761）76-9267 永井 幸恵さん
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労働者自主福祉シンポジウム

　北陸労金労組・全労済労組石川支部は、「労
働者自主福祉シンポジウム（後援：連合石川・
石川労福協）」を 2013 年 12 月 7 日（土）午後 1 時
30 分、労済会館 3 Ｆ大ホールにおいて開催し、
連合石川構成組織などから約 100 名が参加し
た。
　このシンポジウムは、中央労福協が策定した

「労福協の理念と 2020 年ビジョン」に基づき、
連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会の実
現にむけて、労働組合と福祉事業団体（労働金
庫・全労済等）が「ともに運動の主体」であるこ
とを改めて認識しあいながら「労働者自主福祉
運動」の拡大、発展させていくことを主な目的
とし、第１部の基調講演など三部構成で行った。
　はじめに、主催者を代表して北陸労金労組の
藤本益浩執行委員長が、シンポジウムを開催す
る背景や目的について触れ、「本日のシンポジ
ウムが労働者自主福祉運動の強化や更なる発展
へと繋がり、新たな社会づくりの第一歩とした
い。」と挨拶をした。続いて、来賓として狩山久
弥連合石川会長、上田弘志北陸労働金庫理事
長、中村栄一全労済石川県本部長がそれぞれ挨
拶した。中でも、狩山会長は、今日の状況とし
て、非正規労働者の増加や労働条件の劣化、生
活保護受給者の
状況などを紹介
し、「 今 こ そ 共
に支え合う社会
を作り上げてい
こう」との趣旨
で連帯挨拶をし
た。
　 そ の 後、 三
重県労福協専務
理事の松林弘氏
が、「労働者自主
福祉運動の歴史
と理念」と題し
て、三重県にお
ける労働者自主

福祉運動の
現状や課題、
運動の歴史
と理念につ
いて基調講
演をした。
　労働落語
は、労働組合経験のある落語家・桂福車氏が、
演目「21 世紀は組合だ！」として労働組合の必
要性を話した。
　続いて、「労働者自主福祉運動の取り組みと
次世代へつなぐには」をテーマにしたパネル討
論では、コーディネーターに宮下亮石川県労福
協専務理事、パネラーに窪田正尚北陸鉄道労働
組合書記長、村上睦石川県職員労働組合主査書
記、佐波智則北陸労働金庫常務理事、鈴木正美
全労済石川県本部専務執行役員の計 5 名が登壇
し、それぞれの立場から、現状報告、労働組合
と事業団体との連携強化、次世代へつなぐため
の今後の取り組みについての討議と問題提起を
して締めくくり、最後に、全労済労働組合石川
支部の久保宏史副委員長が閉会挨拶をして、発
展に向けた取り組みを確認した。

労働者自主福祉運動の拡大・発展にむけて
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食とみどり水を守る全国集会
　11 月 29 日（金）～ 30 日（土）の日程で第 45 回
食とみどり、水を守る全国集会が、仙台市の仙
台国際交流センターなどで開催され、食とみど
り水を守るいしかわネットワークからの 18 名
を含む約 840 名が参加した。
　棚村博美全国集会実行委員長が「当地を含む
東北は、大震災により失われた生活・環境・生
産基盤の再建に取り組んでいるが、まだまだ時
間を要すと思われる。一早い復興を目指す上で
も、全国の様々な知恵を結集していきたい。」な
どと主催者挨拶した後、奥山恵美子仙台市長、
山崎透連合宮城会長がそれぞれ挨拶し集会が始
まった。

　情勢と運動の提
起として「①大震災
がもたらした問題、
②食の安全・安心
と食料・農業に関
する問題、③森林・

と水を中心とする環境問題、④ＴＰＰ（環太平
洋経済連携協定）など貿易自由化」の動きと課題
が出され、全体シンポジウムに移った。
　このシンポジウムでは、工藤昭彦東北大学総

長特命教授がコーディネーターとなり、「地震・
津波被害からの復興に積極的に取り組む農業法
人やＪＡ、報道機関などがパネラーとして、安
全で安心な農産物の生産・供給体制の再建には、
前向きな姿勢で出来るところから積極的に取り
組むことが必要、もちろん、津波により土壌が
汚染されていないか、など食の安全にも細心の
注意を払うことが大切だ。」などの報告などがあ
り、「被災現場と国の復興計画とがアンマッチ
な現状でありつつも、地道に再建・復興に向け
た市民自らの取り組み（自助）が、共助に、そし
て公助へと展開する。一人だけでは立ち行かな
い点が多いが、地域を守る、地域とともに生き
るとした姿勢が再建の原動力となっている。」と
取りまとめた。
　30 日（土）は「水・森林を中心として環境資源
の保全・活用」の分科会において、津波被害を
受けた海岸林の「再生」と「津波被害の軽減に向
けた利用」として東北の太平洋沿岸 140km の取
り組みと、福島県いわき市の上水道における復
旧と水質管理についての取り組みが発表され、
海岸林の生活に与える効果効用の重要性、大震
災が与えた上水道の水質管理の重要性を理解
し、集会を終えた。　　事務局長　上野貞彦

勤 体 協
第
44
回
県
勤
労
者
ボ
ウ
リ
ン
グ

選
手
権

（
11
月
23
日
・
金
沢
市
ジ
ャ
ン
ボ
ボ

ー
ル
）

◇
団
体
▽
１
部　

①
Ｚ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
１

９
２
３　

②
山
口
鉄
工
所
１
８
４

８　

③
秀
峰
１
８
２
４　

▽
２
部　

①
う
さ
ぎ
Ａ
１
８
０
５

　

②
倉
庫
精
練
１
７
９
４　

③
フ

レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
Ｂ
１
７
３
５

◇
個
人
▽
１
部　

①
南
谷
隆（
久

世
ベ
ロ
ー
ズ
工
業
所
Ａ
）６
７
５

　

②
魚
雅
章（
北
國
銀
行
）６
７
０

　

③
川
崎
拓
也（
秀
峰
）６
７
０
＝

Ｈ
Ｇ
２
７
９

▽
２
部　

①
鈴
木
里
志（
う
さ
ぎ

Ａ
）６
８
０
＝
Ｈ
Ｇ
２
５
４　

②

滝
田
秀
明（
う
さ
ぎ
Ａ
）６
７
１　

③
奥
岡
進（
サ
ン
ケ
イ
自
動
車
）６

４
２

▽
３
部　

①
中
村
邦
子（
オ
ー
ル

ウ
ェ
イ
ズ
）６
５
５
＝
Ｈ
Ｇ
２
３

１　

②
中
島
啓
子（
フ
レ
ン
ド
ク

ラ
ブ
Ｂ
）６
０
７　

③
後
藤
省
吾

（
倉
庫
精
練
）６
０
６

第
12
回
輪
島
市
長
杯
勤
労
者
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
大
会

（
11
月
23
日
～
24
日
・
同
市
一
本
松

総
合
運
動
公
園
体
育
館
）

男
子
チ
ー
ム
一
般
の
部
に
13
チ
ー

ム
、男
女
編
成
チ
ー
ム
混
合
の
部

に
14
チ
ー
ム
が
出
場
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。

【
一
般
】　

①
カ
メ
レ
オ
ン
☆　

②

Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ　

③
Ｊ
Ｄ

Ｎ
、ク
リ
ボ
ー

【
混
合
】　

①
ル
ー
ザ
ー
ズ　

②
W

Ａ
Ｖ
Ｅ　

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

③
Ｒ

Ｕ
Ｎ
３
、Ｏ
・
Ｇ
・
Ｂ

シンポジウムでの報告



労 福 協

− 6 −
※この機関紙は再生紙を使用しています。

2013年12月25日

 

ヤ
マ
ダ
電
機

50M道路


